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トップページを下にスクロ
ールし、こちら画面から議
会情報をご覧になれます。

https://www.satsuma-net.jp

ここをクリック
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※ＧＸ…グリーントランスフォーメーションの略。デジタル技術を使って、人々の生活をあらゆる面でより良い方向
　　　　に進化させること。
　ＤＸ…デジタルトランスフォーメーションの略。地球温暖化による環境破壊を最新技術で解決し、産業発展と両立
　　　　させること。　

歳入及び歳出の状況（一般会計）

  

令和５年度当初予算決まる!!

予算総額219億9 ,448万円
前年度比８億664万円減額

 

　
第
１
回(

３
月)

定
例
会

は
、
２
月
27
日
か
ら
３
月

24
日
ま
で
の
26
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
町
長
の
施
政

方
針
表
明
後
、
条
例
の
一

部
改
正
、
令
和
５
年
度
各

会
計
当
初
予
算
な
ど
、
議

案
13
件
な
ど
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
令
和
４

年
度
各
会
計
の
最
終
補
正

予
算
や
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
な

ど
議
案
11
件
、
議
会
定
数

条
例
の
改
正
な
ど
が
追
加

提
案
さ
れ
、
合
計
24
件
の

議
案
を
審
議
し
た
結
果
、

全
て
の
議
案
が
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算

は
、
総
合
戦
略
、
町
長
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
及
び
「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
２
２
」
に
基
づ

き
、
経
済
再
生
の
実
現
に

向
け
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
な
ど
と

い
っ
た
成
長
分
野
へ
の
大

胆
な
投
資
を
掲
げ
た
予
算

措
置
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

一般会計予算額145億5,500万
前年度比５億９,300万円の減額（P3 表１）

※各費目の金額・構成比の合計等は、四捨五入の関係で必ずしも100％にはなりません。

単位：百万円
( )内は構成比

歳入 歳出

全会計

商工振興事業費
8,019万円

　令和４年度に好評であったキ
ャッシュレス決済還元事業やプ
レミアム付き商品券事業補助に
係る経費等が計上されています。

森林環境譲与税事業費
2,320万円

　町内保育所等への木の玩具の
贈呈等による木育事業費や再造
林等を実施する林業事業体への
補助金等が計上されています。

贈呈されるイスと積み木（イメージ）

情報システム管理費
701万円

　マイナンバーカードを活用し
た「書かない窓口」、「行かな
い窓口」等の導入経費が計上さ
れています。

行かない窓口（イメージ図）

宮之城総合体育館管理費
3億9,003万円

　宮之城総合体育館の空調整備
やメインアリーナ照明のＬＥＤ
化等の改修工事費等が計上され
ています。

教育・保育給付費
8億9,286万円

　新たに利用者負担額（保育料）
のうち第２子を無償化するため
の経費等が計上されています。

心の通う福祉の町づくり推進事業

2,428万円
　高齢者が安心で健康に暮らす
ことを目的に、健康保持・移動
支援を行うための「高齢者いき
いきチケット」の事業費等が計
上されています。

令 和 ５ 年 度 各 会 計 の 当 初 予 算 額
会 　 計 　 名

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険 事 業

介 護 保 険 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業

特
別
会
計

令和5年度 令和4年度

企
業
会
計

増 減 額

上 水 道 事 業

合 計
※金額は千円単位を四捨五入、▲はマイナス（端数処理のため合計が一致しない場合があります。）

後 期 高 齢 者 医 療

　

228億112万円

151億4,800万円

30億8,558万円

3億8,881万円
34億6,895万円
  6,620万円

6億4,357万円

▲ 8億664万円

▲ 5億9,300万円

▲ 2億2,901万円

▲ 3,057万円

145億5,500万円
28億5,657万円

3億9,107万円
34億3,838万円

1億2,060万円

6億3,287万円

219億9,448万円

225万円

5,440万円

▲ 1,070万円

改修工事を行う宮之城総合体育館

（表１）
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※ＧＸ…グリーントランスフォーメーションの略。デジタル技術を使って、人々の生活をあらゆる面でより良い方向
　　　　に進化させること。
　ＤＸ…デジタルトランスフォーメーションの略。地球温暖化による環境破壊を最新技術で解決し、産業発展と両立
　　　　させること。　

歳入及び歳出の状況（一般会計）

  

令和５年度当初予算決まる!!

予算総額219億9 ,448万円
前年度比８億664万円減額

 

　
第
１
回(

３
月)

定
例
会

は
、
２
月
27
日
か
ら
３
月

24
日
ま
で
の
26
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
町
長
の
施
政

方
針
表
明
後
、
条
例
の
一

部
改
正
、
令
和
５
年
度
各

会
計
当
初
予
算
な
ど
、
議

案
13
件
な
ど
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
令
和
４

年
度
各
会
計
の
最
終
補
正

予
算
や
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
な

ど
議
案
11
件
、
議
会
定
数

条
例
の
改
正
な
ど
が
追
加

提
案
さ
れ
、
合
計
24
件
の

議
案
を
審
議
し
た
結
果
、

全
て
の
議
案
が
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算

は
、
総
合
戦
略
、
町
長
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
及
び
「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
２
２
」
に
基
づ

き
、
経
済
再
生
の
実
現
に

向
け
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
な
ど
と

い
っ
た
成
長
分
野
へ
の
大

胆
な
投
資
を
掲
げ
た
予
算

措
置
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

一般会計予算額145億5,500万
前年度比５億９,300万円の減額（P3 表１）

※各費目の金額・構成比の合計等は、四捨五入の関係で必ずしも100％にはなりません。

単位：百万円
( )内は構成比

歳入 歳出

全会計

商工振興事業費
8,019万円

　令和４年度に好評であったキ
ャッシュレス決済還元事業やプ
レミアム付き商品券事業補助に
係る経費等が計上されています。

森林環境譲与税事業費
2,320万円

　町内保育所等への木の玩具の
贈呈等による木育事業費や再造
林等を実施する林業事業体への
補助金等が計上されています。

贈呈されるイスと積み木（イメージ）

情報システム管理費
701万円

　マイナンバーカードを活用し
た「書かない窓口」、「行かな
い窓口」等の導入経費が計上さ
れています。

行かない窓口（イメージ図）

宮之城総合体育館管理費
3億9,003万円

　宮之城総合体育館の空調整備
やメインアリーナ照明のＬＥＤ
化等の改修工事費等が計上され
ています。

教育・保育給付費
8億9,286万円

　新たに利用者負担額（保育料）
のうち第２子を無償化するため
の経費等が計上されています。

心の通う福祉の町づくり推進事業

2,428万円
　高齢者が安心で健康に暮らす
ことを目的に、健康保持・移動
支援を行うための「高齢者いき
いきチケット」の事業費等が計
上されています。

令 和 ５ 年 度 各 会 計 の 当 初 予 算 額
会 　 計 　 名

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険 事 業

介 護 保 険 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業

特
別
会
計

令和5年度 令和4年度

企
業
会
計

増 減 額

上 水 道 事 業

合 計
※金額は千円単位を四捨五入、▲はマイナス（端数処理のため合計が一致しない場合があります。）

後 期 高 齢 者 医 療

　

228億112万円

151億4,800万円

30億8,558万円

3億8,881万円
34億6,895万円
  6,620万円

6億4,357万円

▲ 8億664万円

▲ 5億9,300万円

▲ 2億2,901万円

▲ 3,057万円

145億5,500万円
28億5,657万円

3億9,107万円
34億3,838万円

1億2,060万円

6億3,287万円

219億9,448万円

225万円

5,440万円

▲ 1,070万円

改修工事を行う宮之城総合体育館

（表１）
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補正予算
　
一
般
会
計
の
最
終
補
正

予
算
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
等
に
よ

り
保
健
衛
生
費
、
総
務
管

理
費
、
社
会
福
祉
費
及
び

そ
の
他
所
要
の
経
費
を
補

正
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
３
９
０
２

万
円
を
減
額
し
、
予
算
の

総
額
を
１
６
５
億
６
８
０
６

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

令和４年度各会計の最終予算額
会 計 名

一般会計(第13号)

介護保険事業（第5号）
農業集落排水事業（第1号）

補正額 予算額

▲4億3,902万円
▲1,989万円
▲773万円

▲2億6,729万円
330万円

上水道事業（第5号）

後期高齢者医療（第1号）

165億6,806万円
30億6,579万円
3億8,108万円
34億6,860万円

6,950万円

国民健康保険事業（第4号）

4億2,495万円93万円

特
別
会
計

企
業
会
計 (支出総額）

　
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

農
業
集
落
排
水
事
業
は
農

業
集
落
排
水
施
設
管
理
費

が
増
額
と
な
り
、
国
民
健

康
保
険
事
業
は
一
般
被
保

険
者
高
額
療
養
費
、
後
期

高
齢
者
医
療
は
広
域
連
合

へ
の
納
付
金
、
介
護
保
険

事
業
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
が
そ
れ
ぞ
れ
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（金額は千円単位を四捨五入、▲はマイナス）

令
和
４
年
度
各
会
計
補
正
予
算

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
係

る
業
務
委
託
料
な
ど
に
要

す
る
経
費
と
し
て
、
１
億

４
１
８
５
万
円
を
追
加
補

正
し
、
総
額
を
１
４
６
億

９
６
８
５
万
円
と
し
ま
し

た
。 令

和
５
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

ど
う
変
わ
っ
た

　
我
が
町
の
条
例

　
さ
つ
ま
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
再
任

　
　
山
口
　
正
展
氏

　
新
任

　
　
久
保
　
浩
美
氏

　
再
任
補
欠
委
員

　
　
松
尾
　
英
行
氏
　

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

人
事
案
件
に
同
意

　
さ
つ
ま
町
議
会
議
員
定

数
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

次
期
選
挙
か
ら
現
在
の
定

数
16
人
を
定
数
14
人
に
削

減
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
17
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

委
員
会
発
委

さ
つ
ま
町
議
会
議
員
定

数
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

さ
つ
ま
町
立
学
校
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
薩
摩
地
区
３
小
学
校
を

令
和
６
年
４
月
に
再
編
・

統
合
し
、
新
し
い
小
学
校

を
現
在
の
中
津
川
小
学
校

の
場
所
に
設
置
す
る
こ
と

か
ら
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

さ
つ
ま
町
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
及
び
さ
つ
ま
町

地
域
型
保
育
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
児
童
虐
待
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

さ
つ
ま
町
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
健
康
保
険
法
施
行
令
が

一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
、
出
産

に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
出
産
育
児

一
時
金
を
増
額
す
る
も
の
。

　　
出
産
育
児
一
時
金

　
旧
　
40
万
８
０
０
０
円

　
新
　
48
万
８
０
０
０
円

さ
つ
ま
町
消
防
団
員
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
非
常
勤
消
防
団
員
の
年

額
報
酬
の
見
直
し
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

人
権
擁
護
委
員

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
再
任

　
　
米
良
　
瑞
枝
氏

年間報酬額役　職

団　長

副団長

方面隊長

分団長

191,000円

129,000円

107,000円

95,000円

副分団長 70,000円

団　員 45,000円

班　長 48,000円

部　長 52,000円

改正後の消防団員報酬額一覧

常任委員会審査

委員会で付託された条例改正４件、
令和５年度一般会計（関係分）及び
特別会計予算４件が審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、
意見などを掲載しています。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　
改
正
後
の
団
員
報

酬
は
県
内
の
他
市
町
村

と
比
べ
ど
の
よ
う
な
状

況
か

答
　
団
員
報
酬
額
は
高
い

方
か
ら
県
内
で
17
番
目
、

町
村
で
は
６
番
目
の
金
額

と
な
る
。
町
村
の
平
均
報

酬
額
は
４
万
８
５
８
円
で

あ
り
、
さ
つ
ま
町
は
今
回

の
改
正
に
よ
り
町
村
平
均

よ
り
４
１
４
２
円
高
く
な

る
。

問
　
高
齢
者
い
き
い
き

チ
ケ
ッ
ト
の
事
業
開
始

は
い
つ
頃
を
予
定
し
て

い
る
か

答
　
本
事
業
は
令
和
５
年

度
か
ら
の
新
規
事
業
で
、

準
備
期
間
が
必
要
で
あ
る

た
め
７
月
頃
か
ら
の
申
請

開
始
を
予
定
し
て
お
り
、

使
用
期
限
は
令
和
６
年
３

月
末
ま
で
で
あ
る
。

問
　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

運
行
計
画
の
見
直
し
は
。

ま
た
、
乗
り
換
え
の
な

い
よ
う
町
民
が
利
用
し

や
す
い
路
線
の
設
定
は

で
き
な
い
か

答
　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運

行
形
態
は
路
線
を
含
め
こ

れ
ま
で
と
同
様
の
も
の
を

計
画
し
て
い
る
。
乗
り
換

え
が
な
い
路
線
運
行
に
つ

い
て
も
委
託
事
業
者
と
協

議
し
た
が
、
運
転
手
の
高

齢
化
や
確
保
が
難
し
い
こ

と
も
影
響
し
て
お
り
、
現

行
の
路
線
維
持
と
し
た
い
。

問
　
生
ご
み
の
回
収
量

が
減
っ
て
き
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
可
燃
ご

み
が
増
加
し
て
い
る
の

か答
　
生
ご
み
の
回
収
量
は

減
っ
て
き
て
い
る
が
、
可

燃
ご
み
の
回
収
量
も
減
っ

て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
人

口
減
少
に
よ
る
も
の
が
大

き
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

予
算
（
関
係
分
）

委員長　上囿一行
副委員長　中村慎一
委　員　平山俊郎
委　員　岸良光廣
委　員　森山　大
委　員　新改秀作
委　員　有川美子

総務厚生
常任委員会

さ
つ
ま
町
消
防
団
員
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

問
　
現
在
の
国
民
健
康

保
険
税
で
事
業
を
維
持

で
き
る
の
か

答
　
今
期
ま
で
は
現
在
の

保
険
税
額
で
問
題
は
な
い

と
考
え
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
受
診
控
え
の

影
響
も
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
こ
れ
か
ら
受
診
が
増

加
し
、
診
療
報
酬
も
増
加

す
る
可
能
性
も
あ
る
。
療

養
給
付
費
が
不
足
す
る
場

合
、
基
金
の
取
り
崩
し
も

考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る

が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
保

険
税
額
の
見
直
し
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

↑生ごみに混入した異物　↓堆肥化された生ごみ

問
　
介
護
保
険
施
設
の

人
材
確
保
に
対
し
て
支

援
を
行
う
考
え
は
な
い

か答
　
介
護
保
険
施
設
で
は

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
る
業
績
悪
化
や
人
材

不
足
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
な
い
現
状
を
把

握
し
て
い
る
。
次
期
介
護

保
険
計
画
の
策
定
の
中
で

具
体
的
な
意
見
を
伺
い
な

が
ら
支
援
策
を
協
議
し
た

い
。

要
請

　
町
と
し
て
も
生
ご
み
リ

サ
イ
ク
ル
の
流
れ
や
、
生

ご
み
の
回
収
状
況
を
写
真

付
き
で
周
知
す
る
な
ど
、

ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
の
更
な

る
啓
発
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

問
　
消
防
本
部
の
女
性

職
員
の
現
状
は
。
ま
た
、

仮
眠
室
等
は
設
置
が
さ

れ
て
い
る
か

答
　
さ
つ
ま
町
消
防
本
部

で
は
、
令
和
５
年
４
月
に

２
名
の
女
性
職
員
を
採
用

予
定
で
あ
る
。
採
用
後
す

ぐ
に
消
防
学
校
に
入
校
し
、

卒
業
後
は
男
性
職
員
と
同

様
の
業
務
・
勤
務
体
制
と

な
る
。
女
性
職
員
用
の
仮

眠
室
や
シ
ャ
ワ
ー
室
は
整

備
済
み
で
あ
り
、
洗
濯
機

及
び
洗
濯
室
は
、
令
和
５

年
度
に
整
備
予
定
で
あ
る
。

委員会による現地調査

新たに整備された女性用仮眠室とシャワー室

可燃ごみ袋の混入 靴の混入
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補正予算
　
一
般
会
計
の
最
終
補
正

予
算
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
等
に
よ

り
保
健
衛
生
費
、
総
務
管

理
費
、
社
会
福
祉
費
及
び

そ
の
他
所
要
の
経
費
を
補

正
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
３
９
０
２

万
円
を
減
額
し
、
予
算
の

総
額
を
１
６
５
億
６
８
０
６

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

令和４年度各会計の最終予算額
会 計 名

一般会計(第13号)

介護保険事業（第5号）
農業集落排水事業（第1号）

補正額 予算額

▲4億3,902万円
▲1,989万円
▲773万円

▲2億6,729万円
330万円

上水道事業（第5号）

後期高齢者医療（第1号）

165億6,806万円
30億6,579万円
3億8,108万円
34億6,860万円

6,950万円

国民健康保険事業（第4号）

4億2,495万円93万円

特
別
会
計

企
業
会
計 (支出総額）

　
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

農
業
集
落
排
水
事
業
は
農

業
集
落
排
水
施
設
管
理
費

が
増
額
と
な
り
、
国
民
健

康
保
険
事
業
は
一
般
被
保

険
者
高
額
療
養
費
、
後
期

高
齢
者
医
療
は
広
域
連
合

へ
の
納
付
金
、
介
護
保
険

事
業
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
が
そ
れ
ぞ
れ
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（金額は千円単位を四捨五入、▲はマイナス）

令
和
４
年
度
各
会
計
補
正
予
算

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
係

る
業
務
委
託
料
な
ど
に
要

す
る
経
費
と
し
て
、
１
億

４
１
８
５
万
円
を
追
加
補

正
し
、
総
額
を
１
４
６
億

９
６
８
５
万
円
と
し
ま
し

た
。 令

和
５
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

ど
う
変
わ
っ
た

　
我
が
町
の
条
例

　
さ
つ
ま
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
再
任

　
　
山
口
　
正
展
氏

　
新
任

　
　
久
保
　
浩
美
氏

　
再
任
補
欠
委
員

　
　
松
尾
　
英
行
氏
　

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

人
事
案
件
に
同
意

　
さ
つ
ま
町
議
会
議
員
定

数
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

次
期
選
挙
か
ら
現
在
の
定

数
16
人
を
定
数
14
人
に
削

減
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
17
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

委
員
会
発
委

さ
つ
ま
町
議
会
議
員
定

数
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

さ
つ
ま
町
立
学
校
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
薩
摩
地
区
３
小
学
校
を

令
和
６
年
４
月
に
再
編
・

統
合
し
、
新
し
い
小
学
校

を
現
在
の
中
津
川
小
学
校

の
場
所
に
設
置
す
る
こ
と

か
ら
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

さ
つ
ま
町
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
及
び
さ
つ
ま
町

地
域
型
保
育
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
児
童
虐
待
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

さ
つ
ま
町
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
健
康
保
険
法
施
行
令
が

一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
、
出
産

に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
出
産
育
児

一
時
金
を
増
額
す
る
も
の
。

　　
出
産
育
児
一
時
金

　
旧
　
40
万
８
０
０
０
円

　
新
　
48
万
８
０
０
０
円

さ
つ
ま
町
消
防
団
員
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
非
常
勤
消
防
団
員
の
年

額
報
酬
の
見
直
し
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

人
権
擁
護
委
員

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
再
任

　
　
米
良
　
瑞
枝
氏

年間報酬額役　職

団　長

副団長

方面隊長

分団長

191,000円

129,000円

107,000円

95,000円

副分団長 70,000円

団　員 45,000円

班　長 48,000円

部　長 52,000円

改正後の消防団員報酬額一覧

常任委員会審査

委員会で付託された条例改正４件、
令和５年度一般会計（関係分）及び
特別会計予算４件が審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、
意見などを掲載しています。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　
改
正
後
の
団
員
報

酬
は
県
内
の
他
市
町
村

と
比
べ
ど
の
よ
う
な
状

況
か

答
　
団
員
報
酬
額
は
高
い

方
か
ら
県
内
で
17
番
目
、

町
村
で
は
６
番
目
の
金
額

と
な
る
。
町
村
の
平
均
報

酬
額
は
４
万
８
５
８
円
で

あ
り
、
さ
つ
ま
町
は
今
回

の
改
正
に
よ
り
町
村
平
均

よ
り
４
１
４
２
円
高
く
な

る
。

問
　
高
齢
者
い
き
い
き

チ
ケ
ッ
ト
の
事
業
開
始

は
い
つ
頃
を
予
定
し
て

い
る
か

答
　
本
事
業
は
令
和
５
年

度
か
ら
の
新
規
事
業
で
、

準
備
期
間
が
必
要
で
あ
る

た
め
７
月
頃
か
ら
の
申
請

開
始
を
予
定
し
て
お
り
、

使
用
期
限
は
令
和
６
年
３

月
末
ま
で
で
あ
る
。

問
　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

運
行
計
画
の
見
直
し
は
。

ま
た
、
乗
り
換
え
の
な

い
よ
う
町
民
が
利
用
し

や
す
い
路
線
の
設
定
は

で
き
な
い
か

答
　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運

行
形
態
は
路
線
を
含
め
こ

れ
ま
で
と
同
様
の
も
の
を

計
画
し
て
い
る
。
乗
り
換

え
が
な
い
路
線
運
行
に
つ

い
て
も
委
託
事
業
者
と
協

議
し
た
が
、
運
転
手
の
高

齢
化
や
確
保
が
難
し
い
こ

と
も
影
響
し
て
お
り
、
現

行
の
路
線
維
持
と
し
た
い
。

問
　
生
ご
み
の
回
収
量

が
減
っ
て
き
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
可
燃
ご

み
が
増
加
し
て
い
る
の

か答
　
生
ご
み
の
回
収
量
は

減
っ
て
き
て
い
る
が
、
可

燃
ご
み
の
回
収
量
も
減
っ

て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
人

口
減
少
に
よ
る
も
の
が
大

き
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

予
算
（
関
係
分
）

委員長　上囿一行
副委員長　中村慎一
委　員　平山俊郎
委　員　岸良光廣
委　員　森山　大
委　員　新改秀作
委　員　有川美子

総務厚生
常任委員会

さ
つ
ま
町
消
防
団
員
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

問
　
現
在
の
国
民
健
康

保
険
税
で
事
業
を
維
持

で
き
る
の
か

答
　
今
期
ま
で
は
現
在
の

保
険
税
額
で
問
題
は
な
い

と
考
え
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
受
診
控
え
の

影
響
も
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
こ
れ
か
ら
受
診
が
増

加
し
、
診
療
報
酬
も
増
加

す
る
可
能
性
も
あ
る
。
療

養
給
付
費
が
不
足
す
る
場

合
、
基
金
の
取
り
崩
し
も

考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る

が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
保

険
税
額
の
見
直
し
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

↑生ごみに混入した異物　↓堆肥化された生ごみ

問
　
介
護
保
険
施
設
の

人
材
確
保
に
対
し
て
支

援
を
行
う
考
え
は
な
い

か答
　
介
護
保
険
施
設
で
は

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
る
業
績
悪
化
や
人
材

不
足
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
な
い
現
状
を
把

握
し
て
い
る
。
次
期
介
護

保
険
計
画
の
策
定
の
中
で

具
体
的
な
意
見
を
伺
い
な

が
ら
支
援
策
を
協
議
し
た

い
。

要
請

　
町
と
し
て
も
生
ご
み
リ

サ
イ
ク
ル
の
流
れ
や
、
生

ご
み
の
回
収
状
況
を
写
真

付
き
で
周
知
す
る
な
ど
、

ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
の
更
な

る
啓
発
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

問
　
消
防
本
部
の
女
性

職
員
の
現
状
は
。
ま
た
、

仮
眠
室
等
は
設
置
が
さ

れ
て
い
る
か

答
　
さ
つ
ま
町
消
防
本
部

で
は
、
令
和
５
年
４
月
に

２
名
の
女
性
職
員
を
採
用

予
定
で
あ
る
。
採
用
後
す

ぐ
に
消
防
学
校
に
入
校
し
、

卒
業
後
は
男
性
職
員
と
同

様
の
業
務
・
勤
務
体
制
と

な
る
。
女
性
職
員
用
の
仮

眠
室
や
シ
ャ
ワ
ー
室
は
整

備
済
み
で
あ
り
、
洗
濯
機

及
び
洗
濯
室
は
、
令
和
５

年
度
に
整
備
予
定
で
あ
る
。

委員会による現地調査

新たに整備された女性用仮眠室とシャワー室

可燃ごみ袋の混入 靴の混入
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常任委員会審査



岸良 光廣（８ページ）

・行政改革について

新改 幸一（10ページ）

・合併２０周年に向けた各種
　記念行事やイベントについ
　て

中村 慎一（13ページ）

・さつま町の農業振興の方策は
・町政の振興方策として新しい　  
　文化の創造を

一
般
質
問
と
は
…

　
各
議
員
が
住
民
の
代
表

と
し
て
、
町
の
行
財
政
全

般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る

方
針
を
聞
き
、
町
当
局
の

考
え
方
や
疑
問
を
た
だ
す

こ
と
で
す
。

　
単
に
疑
問
を
解
消
し
、

事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
現
行

政
策
の
提
言
を
す
る
議
員

の
重
要
な
活
動
で
す
。

　
本
町
議
会
の
質
問
時
間

は
、
質
問
と
町
長
等
の
答

弁
を
あ
わ
せ
て
１
人
60
分

以
内
と
な
っ
て
お
り
、
３

月
定
例
会
で
は
７
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
　

一般質問１日目の動画配信

岸良 光廣
古田 昌也
新改 幸一
川口 憲男
上別府 ユキ

有川 美子
中村 慎一

一般質問２日目の動画配信

一般質問関係の記事は、
各議員から提出された原稿
を基に、質問議員の責任に
おいて掲載しています。

古田 昌也（９ページ）
・中津川、求名、永野小学校の　
　統合問題について
・これからの事業者支援について
・国道５０４号の在り方について
　

川口 憲男（11ページ）

・持続可能なまちづくりは

有川 美子（14ページ）
・子育て支援の成果と拡充について
・行財政改革について
・８０５０問題について
　　　　　　　　　　　その他１件

上別府 ユキ（12ページ）

・放課後児童健全育成事業に
　ついて

常任委員会審査

委員会で付託された条例改正１件、
令和５年度一般会計予算（関係分）、
企業会計予算が審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、
意見などを掲載しています。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　
新
し
い
学
校
名
や

校
歌
な
ど
は
い
つ
頃
決

定
し
て
い
く
計
画
か

答
　
学
校
名
に
つ
い
て
は

地
域
住
民
か
ら
募
集
し
、

再
編
準
備
委
員
会
で
の
審

議
を
経
て
、
６
月
中
に
決

定
し
た
い
。
校
歌
、
校
章

に
つ
い
て
は
子
ど
も
た
ち

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
１
年
か
け
て
作
成
し

て
い
き
た
い
。

問
　
規
模
の
大
き
い
企

業
の
誘
致
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か答
　
大
き
な
企
業
の
誘
致

と
な
れ
ば
敷
地
面
積
も
広

く
な
る
こ
と
か
ら
、
学
校

跡
地
等
を
活
用
し
た
誘
致

活
動
に
努
め
る
と
と
も
に
、

社
員
用
住
宅
の
建
設
な
ど

に
つ
い
て
も
協
議
し
、
雇

用
の
確
保
と
定
住
促
進
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
さ
つ
ま
町
産
業
祭

＆
Ｊ
Ａ
農
業
祭
の
補
助

金
の
内
容
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
補
助
金
は
前
年
度
と

比
較
し
１
０
０
万
円
増
額

と
な
っ
て
い
る
。
令
和
５

年
度
に
宮
之
城
総
合
体
育

館
の
改
修
工
事
が
予
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
野
外
特

設
ス
テ
ー
ジ
の
設
置
費
用

が
増
加
し
て
い
る
。
他
に

は
、
牛
肉
の
販
売
、
米
の

食
味
コ
ン
テ
ス
ト
に
対
す

る
補
助
も
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
を
デ
ジ
タ
ル
商

品
券
と
し
て
発
行
す
る

考
え
は
な
い
か

答
　
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
に

つ
い
て
は
部
分
的
な
発
行

を
考
え
て
い
る
が
、
発
行

割
合
に
つ
い
て
は
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

問
　
中
学
校
通
学
バ
ス

を
学
校
ま
で
直
接
運
行

す
る
計
画
は
な
い
か

答
　
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
中
で
通
学
優
先
バ

ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
中
学
校
に
バ
ス

停
を
設
置
す
る
な
ど
の
必

要
も
あ
る
が
、
現
状
で
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

将
来
的
に
は
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
化
も
含
め
て
総
体
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

令
和
５
年
度
一
般
会

計
予
算
（
関
係
分
）

委員長　新改幸一
副委員長　上久保澄雄
委　員　橋之口富雄
委　員　上別府ユキ
委　員　平八重光輝
委　員　古田昌也
委　員　川口憲男
委　員　柏木幸平

文教経済
常任委員会

さ
つ
ま
町
立
学
校
条

例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

問
　
老
朽
化
し
た
水
道

管
の
修
繕
工
事
は
ど
の

程
度
行
っ
て
い
く
予
定

か答
　
相
当
な
年
数
が
経
過

し
て
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
水
道
管
も
多
い
が
、
漏

水
を
繰
り
返
し
て
い
る
箇

所
か
ら
計
画
的
に
修
繕
し

て
い
き
た
い
。

令
和
５
年
度
上
水
道

事
業
会
計
予
算

令和２年に本町で開催されたリハーサル大会

問
　
宮
之
城
総
合
体
育

館
の
改
修
時
期
と
使
用

料
の
見
直
し
は

答
　
令
和
６
年
３
月
ま
で

に
工
事
を
完
了
す
る
予
定

で
あ
る
。
空
調
関
係
の
使

用
料
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
度
中
に
見
直
し
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

問
　
か
ご
し
ま
国
体
が

10
月
に
開
催
さ
れ
る
。

町
全
体
で
大
会
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が

答
　
３
年
の
大
会
延
期
や

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り

県
全
体
で
盛
り
上
が
り
が

欠
け
て
い
る
と
感
じ
る
。

10
月
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

広
報
車
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
、

学
校
の
体
育
行
事
で
の
タ

グ
ラ
グ
ビ
ー
の
実
施
、
ラ

グ
ビ
ー
合
宿
の
誘
致
な
ど

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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岸良 光廣（８ページ）

・行政改革について

新改 幸一（10ページ）

・合併２０周年に向けた各種
　記念行事やイベントについ
　て

中村 慎一（13ページ）

・さつま町の農業振興の方策は
・町政の振興方策として新しい　  
　文化の創造を

一
般
質
問
と
は
…

　
各
議
員
が
住
民
の
代
表

と
し
て
、
町
の
行
財
政
全

般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る

方
針
を
聞
き
、
町
当
局
の

考
え
方
や
疑
問
を
た
だ
す

こ
と
で
す
。

　
単
に
疑
問
を
解
消
し
、

事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
現
行

政
策
の
提
言
を
す
る
議
員

の
重
要
な
活
動
で
す
。

　
本
町
議
会
の
質
問
時
間

は
、
質
問
と
町
長
等
の
答

弁
を
あ
わ
せ
て
１
人
60
分

以
内
と
な
っ
て
お
り
、
３

月
定
例
会
で
は
７
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
　

一般質問１日目の動画配信

岸良 光廣
古田 昌也
新改 幸一
川口 憲男
上別府 ユキ

有川 美子
中村 慎一

一般質問２日目の動画配信

一般質問関係の記事は、
各議員から提出された原稿
を基に、質問議員の責任に
おいて掲載しています。

古田 昌也（９ページ）
・中津川、求名、永野小学校の　
　統合問題について
・これからの事業者支援について
・国道５０４号の在り方について
　

川口 憲男（11ページ）

・持続可能なまちづくりは

有川 美子（14ページ）
・子育て支援の成果と拡充について
・行財政改革について
・８０５０問題について
　　　　　　　　　　　その他１件

上別府 ユキ（12ページ）

・放課後児童健全育成事業に
　ついて

常任委員会審査

委員会で付託された条例改正１件、
令和５年度一般会計予算（関係分）、
企業会計予算が審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、
意見などを掲載しています。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　
新
し
い
学
校
名
や

校
歌
な
ど
は
い
つ
頃
決

定
し
て
い
く
計
画
か

答
　
学
校
名
に
つ
い
て
は

地
域
住
民
か
ら
募
集
し
、

再
編
準
備
委
員
会
で
の
審

議
を
経
て
、
６
月
中
に
決

定
し
た
い
。
校
歌
、
校
章

に
つ
い
て
は
子
ど
も
た
ち

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
１
年
か
け
て
作
成
し

て
い
き
た
い
。

問
　
規
模
の
大
き
い
企

業
の
誘
致
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か答
　
大
き
な
企
業
の
誘
致

と
な
れ
ば
敷
地
面
積
も
広

く
な
る
こ
と
か
ら
、
学
校

跡
地
等
を
活
用
し
た
誘
致

活
動
に
努
め
る
と
と
も
に
、

社
員
用
住
宅
の
建
設
な
ど

に
つ
い
て
も
協
議
し
、
雇

用
の
確
保
と
定
住
促
進
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
さ
つ
ま
町
産
業
祭

＆
Ｊ
Ａ
農
業
祭
の
補
助

金
の
内
容
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
補
助
金
は
前
年
度
と

比
較
し
１
０
０
万
円
増
額

と
な
っ
て
い
る
。
令
和
５

年
度
に
宮
之
城
総
合
体
育

館
の
改
修
工
事
が
予
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
野
外
特

設
ス
テ
ー
ジ
の
設
置
費
用

が
増
加
し
て
い
る
。
他
に

は
、
牛
肉
の
販
売
、
米
の

食
味
コ
ン
テ
ス
ト
に
対
す

る
補
助
も
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
を
デ
ジ
タ
ル
商

品
券
と
し
て
発
行
す
る

考
え
は
な
い
か

答
　
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
に

つ
い
て
は
部
分
的
な
発
行

を
考
え
て
い
る
が
、
発
行

割
合
に
つ
い
て
は
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

問
　
中
学
校
通
学
バ
ス

を
学
校
ま
で
直
接
運
行

す
る
計
画
は
な
い
か

答
　
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
中
で
通
学
優
先
バ

ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
中
学
校
に
バ
ス

停
を
設
置
す
る
な
ど
の
必

要
も
あ
る
が
、
現
状
で
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

将
来
的
に
は
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
化
も
含
め
て
総
体
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

令
和
５
年
度
一
般
会

計
予
算
（
関
係
分
）

委員長　新改幸一
副委員長　上久保澄雄
委　員　橋之口富雄
委　員　上別府ユキ
委　員　平八重光輝
委　員　古田昌也
委　員　川口憲男
委　員　柏木幸平

文教経済
常任委員会

さ
つ
ま
町
立
学
校
条

例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

問
　
老
朽
化
し
た
水
道

管
の
修
繕
工
事
は
ど
の

程
度
行
っ
て
い
く
予
定

か答
　
相
当
な
年
数
が
経
過

し
て
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
水
道
管
も
多
い
が
、
漏

水
を
繰
り
返
し
て
い
る
箇

所
か
ら
計
画
的
に
修
繕
し

て
い
き
た
い
。

令
和
５
年
度
上
水
道

事
業
会
計
予
算

令和２年に本町で開催されたリハーサル大会

問
　
宮
之
城
総
合
体
育

館
の
改
修
時
期
と
使
用

料
の
見
直
し
は

答
　
令
和
６
年
３
月
ま
で

に
工
事
を
完
了
す
る
予
定

で
あ
る
。
空
調
関
係
の
使

用
料
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
度
中
に
見
直
し
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

問
　
か
ご
し
ま
国
体
が

10
月
に
開
催
さ
れ
る
。

町
全
体
で
大
会
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が

答
　
３
年
の
大
会
延
期
や

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り

県
全
体
で
盛
り
上
が
り
が

欠
け
て
い
る
と
感
じ
る
。

10
月
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

広
報
車
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
、

学
校
の
体
育
行
事
で
の
タ

グ
ラ
グ
ビ
ー
の
実
施
、
ラ

グ
ビ
ー
合
宿
の
誘
致
な
ど

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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一般質問

薩摩中央高校の今後

町長／生徒確保の充実を行う

行
政
改
革

箱
物
等
の

見
直
し
を

町
長
／

重
点
配
分
を
行
う

出
生
率
の
対
策
は

町
長
／

出
生
数
を
上
げ
た
い

岸良 光廣 議員

女子バレー部

ウエイトリフティング部

 

問
　
薩
摩
中
央
高
校
ウ

　
　
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
部
へ
の
寄
附
は
、
先
生

や
マ
エ
ゾ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
、

谷
口
商
店
の
３
者
の
協
力

で
実
現
し
た
。
４
月
か
ら

は
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

の
先
生
が
自
分
で
勧
誘
さ

れ
、
離
島
を
含
む
12
名
が

入
学
予
定
で
あ
る
。
今
後

も
募
集
を
す
る
予
定
で
あ

る
。

答
　
民
間
企
業
の
協
力

　
　
は
あ
り
が
た
い
。
ま

た
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
の
活
動
に
つ
い
て
も
、

町
と
し
て
何
が
で
き
る
か

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
通

し
て
、
学
校
の
先
生
方
の

話
を
聞
き
対
応
を
行
い
た

い
。

 

問
　
さ
つ
ま
町
は
毎
年

　
　
約
５
５
０
人
前
後
の

人
口
減
少
で
、
10
年
後
１

万
３
千
人
台
が
予
想
さ
れ

る
。
新
生
児
も
令
和
４
年

で
73
人
し
か
生
ま
れ
て
い

な
い
。
岡
山
県
奈
義
町
は

出
生
率
２
．
95
で
あ
る
。

子
育
て
世
代
に
対
す
る
補

助
金
の
増
額
政
策
の
見
直

し
が
必
要
。

答
　
岡
山
県
奈
義
町
の

　
　
事
は
私
も
知
っ
て
い

ま
す
。
奈
義
町
は
町
と
し

て
コ
ン
パ
ク
ト
で
や
り
や

す
い
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

さ
つ
ま
町
と
し
て
も
参
考

に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
の

で
今
後
考
え
て
み
た
い
。  

問
　
文
化
セ
ン
タ
ー
の

　
　
建
て
替
え
を
や
め
補

修
工
事
を
行
い
、
残
っ
た

基
金
で
子
育
て
世
帯
へ
の

補
助
金
増
額
を
考
え
て
は
。

ま
た
、
今
各
基
金
が
あ
る

と
き
に
将
来
残
す
建
物
と

処
分
す
る
建
物
を
選
別
す

る
た
め
に
、
町
長
直
轄
の

部
署
を
作
り
進
め
て
は
。

答
　
今
、
す
で
に
個
別

　
　
の
施
設
計
画
を
定
め

て
お
り
、
計
画
の
期
間
が

長
す
ぎ
る
と
思
う
部
分
も

あ
る
。
施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
再
度
見
直
し
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
専
門

部
署
に
つ
い
て
は
組
織
の

見
直
し
も
含
め
、
意
見
や

政
策
推
進
が
で
き
る
部
署

も
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
、
職
員
配
置
も
考
慮
し

進
め
て
い
き
た
い
。

一般質問

古田　昌也 議員

薩摩地区小学校の統合は

教育長／スピード感と計画性を

学
校
再
編

地
区
唯
一
の
小
学
校
に

教
育
長
／
意
味
を
重
く
受
け
止
め
る

問
　
令
和
６
年
４
月
に  

　
　
は
、
中
津
川
、
求
名
、

永
野
小
学
校
が
統
合
す
る

予
定
だ
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
的
に
見
て
本
当
に
間
に

合
う
の
か
。
ま
た
、
児
童
、

保
護
者
、
地
域
に
対
し
て

十
分
な
説
明
が
で
き
て
い

る
の
か
。

答
　
薩
摩
地
区
３
小
学

　
　
校
の
再
編
は
１
年
と

い
う
短
期
間
で
の
準
備
、

作
業
と
な
る
。
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
ち
計
画
的
か
つ
慎

重
に
進
め
て
い
く
。
ま
た

昨
年
の
５
月
か
ら
薩
摩
地

区
３
小
学
校
の
情
報
交
換

会
を
毎
月
開
催
し
、
子
ど

も
の
教
育
環
境
の
充
実
や

保
護
者
、
地
域
の
方
々
の

想
い
を
十
分
尊
重
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
再
編
す
れ
ば
薩
摩

　
　
地
区
唯
一
の
小
学
校

に
な
る
意
味
を
重
く
受
け

止
め
て
、
次
世
代
に
繋
が

る
様
な
議
論
は
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
学
校
生
活

の
変
化
も
生
ま
れ
子
ど
も

達
の
心
情
の
変
化
へ
も
大

き
な
影
響
が
あ
る
と
思
う

が
、
そ
れ
に
対
す
る
ケ
ア

な
ど
を
含
め
た
話
し
合
い

な
ど
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答
　
道
の
駅
に
観
光
案

　
　
内
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
、
情
報
発
信
の
機
能

等
を
併
せ
持
つ
施
設
の
整

備
方
針
を
示
し
て
い
る
。

計
画
策
定
後
、
10
年
近
く

が
経
過
し
、
北
薩
横
断
道

路
の
整
備
計
画
の
内
容
見

直
し
や
社
会
情
勢
等
も
変

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
再
検

討
し
て
い
く
。

答
　
今
回
は
旧
薩
摩
町

　
　
に
学
校
を
残
し
た
い

と
い
う
想
い
の
詰
ま
っ
た

再
編
で
あ
る
。
そ
の
想
い

を
十
分
に
認
識
し
、
次
世

代
に
繋
が
る
持
続
可
能
な

学
校
運
営
や
小
中
一
貫
校

な
ど
の
議
論
も
、
再
度
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
子
ど
も
達
が
環
境

の
変
化
で
戸
惑
い
が
無
い

よ
う
に
細
や
か
な
準
備
を

し
て
い
く
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向

　
け
た
こ
れ
か
ら
の
事

　
業
者
支
援
に
つ
い
て

北
薩
横
断
道
路
の
在
り
方
は

町
長
／

　将
来
、町
の
起
点
に

整備検討問
　
高
規
格
道
路
（
北

　
　
薩
横
断
道
路
）
が
完

成
し
た
そ
の
後
、
観
光
業
、

商
工
業
な
ど
本
町
全
体
と

し
て
の
ま
ち
づ
く
り
、
町

の
在
り
方
が
大
き
く
変
化

す
る
と
考
え
る
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

「
道
の
駅
」
な
ど
、
町
の

拠
点
施
設
作
り
と
合
わ
せ

て
公
的
機
能
の
集
約
は
考

え
て
い
な
い
か
。

求名小学校

令和６年度中の開通を目指し工事の進む、
北薩横断道路「佐志ＩＣ」

永野小学校

中津川小学校
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一般質問



一般質問

薩摩中央高校の今後

町長／生徒確保の充実を行う

行
政
改
革

箱
物
等
の

見
直
し
を

町
長
／

重
点
配
分
を
行
う

出
生
率
の
対
策
は

町
長
／

出
生
数
を
上
げ
た
い

岸良 光廣 議員

女子バレー部

ウエイトリフティング部

 

問
　
薩
摩
中
央
高
校
ウ

　
　
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
部
へ
の
寄
附
は
、
先
生

や
マ
エ
ゾ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
、

谷
口
商
店
の
３
者
の
協
力

で
実
現
し
た
。
４
月
か
ら

は
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

の
先
生
が
自
分
で
勧
誘
さ

れ
、
離
島
を
含
む
12
名
が

入
学
予
定
で
あ
る
。
今
後

も
募
集
を
す
る
予
定
で
あ

る
。

答
　
民
間
企
業
の
協
力

　
　
は
あ
り
が
た
い
。
ま

た
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
の
活
動
に
つ
い
て
も
、

町
と
し
て
何
が
で
き
る
か

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
通

し
て
、
学
校
の
先
生
方
の

話
を
聞
き
対
応
を
行
い
た

い
。

 

問
　
さ
つ
ま
町
は
毎
年

　
　
約
５
５
０
人
前
後
の

人
口
減
少
で
、
10
年
後
１

万
３
千
人
台
が
予
想
さ
れ

る
。
新
生
児
も
令
和
４
年

で
73
人
し
か
生
ま
れ
て
い

な
い
。
岡
山
県
奈
義
町
は

出
生
率
２
．
95
で
あ
る
。

子
育
て
世
代
に
対
す
る
補

助
金
の
増
額
政
策
の
見
直

し
が
必
要
。

答
　
岡
山
県
奈
義
町
の

　
　
事
は
私
も
知
っ
て
い

ま
す
。
奈
義
町
は
町
と
し

て
コ
ン
パ
ク
ト
で
や
り
や

す
い
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

さ
つ
ま
町
と
し
て
も
参
考

に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
の

で
今
後
考
え
て
み
た
い
。  

問
　
文
化
セ
ン
タ
ー
の

　
　
建
て
替
え
を
や
め
補

修
工
事
を
行
い
、
残
っ
た

基
金
で
子
育
て
世
帯
へ
の

補
助
金
増
額
を
考
え
て
は
。

ま
た
、
今
各
基
金
が
あ
る

と
き
に
将
来
残
す
建
物
と

処
分
す
る
建
物
を
選
別
す

る
た
め
に
、
町
長
直
轄
の

部
署
を
作
り
進
め
て
は
。

答
　
今
、
す
で
に
個
別

　
　
の
施
設
計
画
を
定
め

て
お
り
、
計
画
の
期
間
が

長
す
ぎ
る
と
思
う
部
分
も

あ
る
。
施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
再
度
見
直
し
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
専
門

部
署
に
つ
い
て
は
組
織
の

見
直
し
も
含
め
、
意
見
や

政
策
推
進
が
で
き
る
部
署

も
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
、
職
員
配
置
も
考
慮
し

進
め
て
い
き
た
い
。

一般質問

古田　昌也 議員

薩摩地区小学校の統合は

教育長／スピード感と計画性を

学
校
再
編

地
区
唯
一
の
小
学
校
に

教
育
長
／
意
味
を
重
く
受
け
止
め
る

問
　
令
和
６
年
４
月
に  

　
　
は
、
中
津
川
、
求
名
、

永
野
小
学
校
が
統
合
す
る

予
定
だ
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
的
に
見
て
本
当
に
間
に

合
う
の
か
。
ま
た
、
児
童
、

保
護
者
、
地
域
に
対
し
て

十
分
な
説
明
が
で
き
て
い

る
の
か
。

答
　
薩
摩
地
区
３
小
学

　
　
校
の
再
編
は
１
年
と

い
う
短
期
間
で
の
準
備
、

作
業
と
な
る
。
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
ち
計
画
的
か
つ
慎

重
に
進
め
て
い
く
。
ま
た

昨
年
の
５
月
か
ら
薩
摩
地

区
３
小
学
校
の
情
報
交
換

会
を
毎
月
開
催
し
、
子
ど

も
の
教
育
環
境
の
充
実
や

保
護
者
、
地
域
の
方
々
の

想
い
を
十
分
尊
重
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
再
編
す
れ
ば
薩
摩

　
　
地
区
唯
一
の
小
学
校

に
な
る
意
味
を
重
く
受
け

止
め
て
、
次
世
代
に
繋
が

る
様
な
議
論
は
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
学
校
生
活

の
変
化
も
生
ま
れ
子
ど
も

達
の
心
情
の
変
化
へ
も
大

き
な
影
響
が
あ
る
と
思
う

が
、
そ
れ
に
対
す
る
ケ
ア

な
ど
を
含
め
た
話
し
合
い

な
ど
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答
　
道
の
駅
に
観
光
案

　
　
内
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
、
情
報
発
信
の
機
能

等
を
併
せ
持
つ
施
設
の
整

備
方
針
を
示
し
て
い
る
。

計
画
策
定
後
、
10
年
近
く

が
経
過
し
、
北
薩
横
断
道

路
の
整
備
計
画
の
内
容
見

直
し
や
社
会
情
勢
等
も
変

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
再
検

討
し
て
い
く
。

答
　
今
回
は
旧
薩
摩
町

　
　
に
学
校
を
残
し
た
い

と
い
う
想
い
の
詰
ま
っ
た

再
編
で
あ
る
。
そ
の
想
い

を
十
分
に
認
識
し
、
次
世

代
に
繋
が
る
持
続
可
能
な

学
校
運
営
や
小
中
一
貫
校

な
ど
の
議
論
も
、
再
度
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
子
ど
も
達
が
環
境

の
変
化
で
戸
惑
い
が
無
い

よ
う
に
細
や
か
な
準
備
を

し
て
い
く
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向

　
け
た
こ
れ
か
ら
の
事

　
業
者
支
援
に
つ
い
て

北
薩
横
断
道
路
の
在
り
方
は

町
長
／

　将
来
、町
の
起
点
に

整備検討問
　
高
規
格
道
路
（
北

　
　
薩
横
断
道
路
）
が
完

成
し
た
そ
の
後
、
観
光
業
、

商
工
業
な
ど
本
町
全
体
と

し
て
の
ま
ち
づ
く
り
、
町

の
在
り
方
が
大
き
く
変
化

す
る
と
考
え
る
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

「
道
の
駅
」
な
ど
、
町
の

拠
点
施
設
作
り
と
合
わ
せ

て
公
的
機
能
の
集
約
は
考

え
て
い
な
い
か
。

求名小学校

令和６年度中の開通を目指し工事の進む、
北薩横断道路「佐志ＩＣ」

永野小学校

中津川小学校
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一般質問



一般質問

新改　幸一 議員

合併２０周年イベントは

町長／企画立案し、実施したい

記
念
事
業

問
　
わ
が
町
は
、
２
年

　
　
後
に
３
町
合
併
20
周

年
を
迎
え
る
。
移
住
・
定

住
を
推
進
す
る
中
で
、
全

国
に
さ
つ
ま
町
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
一
考
と
し
て
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
を
開
催
で

き
る
よ
う
町
長
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
で
努
力
す
る
考
え

は
な
い
か
。

問
　
昨
年
11
月
に
第
１

　
　
回
さ
つ
ま
町
産
業
祭

＆
Ｊ
Ａ
農
業
祭
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。
予
算
を
含

め
、
問
題
・
課
題
は
あ
る

と
思
う
が
、
ふ
る
さ
と
に

夢
と
希
望
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
明
る
い
笑
い
を
町

民
に
提
供
で
き
る
よ
う
、

お
笑
い
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
新
町
誕
生
後
の
記

　
　
念
事
業
に
つ
い
て
は
、

５
年
毎
に
記
念
式
典
や
様

々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
き
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
開
催
の
提
案
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島

放
送
局
を
通
じ
て
の
申
請

と
な
る
。
例
年
県
内
１
箇

所
の
み
の
開
催
と
い
う
事

で
、
ハ
ー
ド
ル
も
高
い
が
、

開
催
に
向
け
て
検
討
し
た

い
。

答
　
20
周
年
に
お
け
る

　
　
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、

内
容
に
つ
い
て
は
令
和
５

年
度
中
に
準
備
委
員
会
等

で
検
討
し
た
い
。
本
町
出

身
の
お
笑
い
芸
人
の
方
の

活
躍
も
耳
に
し
て
お
り
、

出
演
依
頼
も
含
め
て
検
討

す
る
。
記
念
事
業
の
開
催

だ
け
で
な
く
、
次
世
代
へ

元
気
な
さ
つ
ま
町
を
継
承

す
る
契
機
と
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
に
夢
と
希
望
を

町
長
／
準
備
委
員
会
で
検
討
す
る

日程は変更になることがあります。
詳しくは議会事務局（53-1111）にお問い合わせください。

令和５年第２回(６月)定例会は６月５日開会予定です。
○日程等は、防災行政無線放送や町ホームペ
ージで事前にお知らせいたします。

○鶴田支所、薩摩支所のロビーに設置してあ
るテレビやインターネット（YouTube）で、
本会議の中継を視聴することができます。

ＱＲコードを読み取るとライブ中継画面の
ページが表示されます。

　　６月定例会予定  議運…議会運営委員会、全協…全員協議会      

第１回さつま町産業祭＆ＪＡ農業祭（令和４年）

一般質問

川口　憲男 議員

持続可能な町づくりは

町長／普及啓発の推進を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
　

問
　
美
し
い
町
づ
く
り

　
　
の
推
進
は
17
目
標
が

あ
る
が
、
全
て
を
取
り
組

む
考
え
か
、
限
定
し
た
目

標
が
あ
る
の
か
、
美
し
い

町
づ
く
り
・
ゴ
ミ
の
な
い

町
な
ど
や
れ
る
こ
と
は
多

い
。
目
標
を
定
め
て
、
町

民
一
体
の
取
り
組
み
こ
と

・
お
互
い
の
連
携
が
大
事

で
は
。

問
　
誰
一
人
取
り
残
さ   

　
　
な
い
持
続
可
能
な
取

組
だ
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
性
化
へ
の
道
筋

に
繋
が
る
と
考
え
る
が
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
努
力
・
協

力
も
必
要
に
感
じ
る
。
町

づ
く
り
は
人
づ
く
り
と
も

言
わ
れ
る
が
、
町
全
体
で

取
り
組
む
考
え
は
。

答
　
本
町
の
現
状
・
課

　
　
題
を
整
理
し
、
取
り

組
み
の
推
進
は
関
係
者
間

の
連
携
が
不
可
欠
。
小
・

中
学
生
や
高
校
生
な
ど
若

い
方
を
中
心
に
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
計

画
し
、
若
者
の
視
点
・
ア

イ
デ
ア
か
ら
、
町
民
・
地

域
・
事
業
所
・
学
校
な
ど

共
通
理
解
の
も
と
、
可
能

な
取
組
を
か
か
げ
、
数
値

目
標
を
掲
げ
て
推
進
を
検

討
し
て
い
く
。

答
　
現
時
点
で
は
個
別

　
　
に
取
り
組
む
具
体
的

な
目
標
は
定
め
て
い
な
い
。

町
民
、
事
業
者
等
へ
の
理

解
促
進
を
図
る
た
め
、
広

報
紙
に
お
い
て
個
人
や
企

業
・
団
体
等
の
取
組
紹
介

や
学
校
・
高
齢
者
サ
ロ
ン

等
へ
の
出
前
講
座
、
標
語

コ
ン
テ
ス
ト
実
施
な
ど
を

通
じ
て
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代

へ
の
普
及
啓
発
に
力
を
入

れ
て
推
進
し
て
い
く
。

ｓ

問
　
70
％
以
上
の
山
林

　
　
を
有
す
る
わ
が
町
に

は
森
林
の
果
た
す
役
割
は

大
き
い
。
地
域
周
辺
の
町

道
の
清
掃
、
身
近
な
野
山
、

田
畑
等
を
少
し
で
も
き
れ

い
な
地
域
づ
く
り
に
「
持

続
可
能
な
未
来
づ
く
り
Ｃ

Ｏ
　２

削
減
の
町
」
の
実
現

の
考
え
は
な
い
か
。

答
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

　
　
ト
ラ
ル
宣
言
に
お
い

て
、
「
豊
か
な
森
林
環
境

の
保
全
」
を
推
進
施
策
と

し
て
い
る
。
「
さ
つ
ま
町

環
境
美
化
条
例
」
の
中
で
、

美
し
い
自
然
と
快
適
な
生

活
環
境
の
確
保
に
努
め
る

こ
と
を
責
務
と
定
め
て
お

り
、
衛
生
自
治
団
体
連
合

会
や
環
境
美
化
推
進
員
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
り
組
み
は

町
長
／

　未
来
に
繋
ぐ
森
作
り
を

脱炭素へ

地域での清掃活動の様子（あながわ公民会）

役場本庁舎に掲げるＳＤＧｓに関する懸垂幕
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一般質問

新改　幸一 議員

合併２０周年イベントは

町長／企画立案し、実施したい

記
念
事
業

問
　
わ
が
町
は
、
２
年

　
　
後
に
３
町
合
併
20
周

年
を
迎
え
る
。
移
住
・
定

住
を
推
進
す
る
中
で
、
全

国
に
さ
つ
ま
町
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
一
考
と
し
て
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
を
開
催
で

き
る
よ
う
町
長
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
で
努
力
す
る
考
え

は
な
い
か
。

問
　
昨
年
11
月
に
第
１

　
　
回
さ
つ
ま
町
産
業
祭

＆
Ｊ
Ａ
農
業
祭
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。
予
算
を
含

め
、
問
題
・
課
題
は
あ
る

と
思
う
が
、
ふ
る
さ
と
に

夢
と
希
望
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
明
る
い
笑
い
を
町

民
に
提
供
で
き
る
よ
う
、

お
笑
い
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
新
町
誕
生
後
の
記

　
　
念
事
業
に
つ
い
て
は
、

５
年
毎
に
記
念
式
典
や
様

々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
き
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
開
催
の
提
案
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島

放
送
局
を
通
じ
て
の
申
請

と
な
る
。
例
年
県
内
１
箇

所
の
み
の
開
催
と
い
う
事

で
、
ハ
ー
ド
ル
も
高
い
が
、

開
催
に
向
け
て
検
討
し
た

い
。

答
　
20
周
年
に
お
け
る

　
　
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、

内
容
に
つ
い
て
は
令
和
５

年
度
中
に
準
備
委
員
会
等

で
検
討
し
た
い
。
本
町
出

身
の
お
笑
い
芸
人
の
方
の

活
躍
も
耳
に
し
て
お
り
、

出
演
依
頼
も
含
め
て
検
討

す
る
。
記
念
事
業
の
開
催

だ
け
で
な
く
、
次
世
代
へ

元
気
な
さ
つ
ま
町
を
継
承

す
る
契
機
と
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
に
夢
と
希
望
を

町
長
／
準
備
委
員
会
で
検
討
す
る

日程は変更になることがあります。
詳しくは議会事務局（53-1111）にお問い合わせください。

令和５年第２回(６月)定例会は６月５日開会予定です。
○日程等は、防災行政無線放送や町ホームペ
ージで事前にお知らせいたします。

○鶴田支所、薩摩支所のロビーに設置してあ
るテレビやインターネット（YouTube）で、
本会議の中継を視聴することができます。

ＱＲコードを読み取るとライブ中継画面の
ページが表示されます。

　　６月定例会予定  議運…議会運営委員会、全協…全員協議会      

第１回さつま町産業祭＆ＪＡ農業祭（令和４年）

一般質問

川口　憲男 議員

持続可能な町づくりは

町長／普及啓発の推進を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
　

問
　
美
し
い
町
づ
く
り

　
　
の
推
進
は
17
目
標
が

あ
る
が
、
全
て
を
取
り
組

む
考
え
か
、
限
定
し
た
目

標
が
あ
る
の
か
、
美
し
い

町
づ
く
り
・
ゴ
ミ
の
な
い

町
な
ど
や
れ
る
こ
と
は
多

い
。
目
標
を
定
め
て
、
町

民
一
体
の
取
り
組
み
こ
と

・
お
互
い
の
連
携
が
大
事

で
は
。

問
　
誰
一
人
取
り
残
さ   

　
　
な
い
持
続
可
能
な
取

組
だ
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
性
化
へ
の
道
筋

に
繋
が
る
と
考
え
る
が
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
努
力
・
協

力
も
必
要
に
感
じ
る
。
町

づ
く
り
は
人
づ
く
り
と
も

言
わ
れ
る
が
、
町
全
体
で

取
り
組
む
考
え
は
。

答
　
本
町
の
現
状
・
課

　
　
題
を
整
理
し
、
取
り

組
み
の
推
進
は
関
係
者
間

の
連
携
が
不
可
欠
。
小
・

中
学
生
や
高
校
生
な
ど
若

い
方
を
中
心
に
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
計

画
し
、
若
者
の
視
点
・
ア

イ
デ
ア
か
ら
、
町
民
・
地

域
・
事
業
所
・
学
校
な
ど

共
通
理
解
の
も
と
、
可
能

な
取
組
を
か
か
げ
、
数
値

目
標
を
掲
げ
て
推
進
を
検

討
し
て
い
く
。

答
　
現
時
点
で
は
個
別

　
　
に
取
り
組
む
具
体
的

な
目
標
は
定
め
て
い
な
い
。

町
民
、
事
業
者
等
へ
の
理

解
促
進
を
図
る
た
め
、
広

報
紙
に
お
い
て
個
人
や
企

業
・
団
体
等
の
取
組
紹
介

や
学
校
・
高
齢
者
サ
ロ
ン

等
へ
の
出
前
講
座
、
標
語

コ
ン
テ
ス
ト
実
施
な
ど
を

通
じ
て
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代

へ
の
普
及
啓
発
に
力
を
入

れ
て
推
進
し
て
い
く
。

ｓ

問
　
70
％
以
上
の
山
林

　
　
を
有
す
る
わ
が
町
に

は
森
林
の
果
た
す
役
割
は

大
き
い
。
地
域
周
辺
の
町

道
の
清
掃
、
身
近
な
野
山
、

田
畑
等
を
少
し
で
も
き
れ

い
な
地
域
づ
く
り
に
「
持

続
可
能
な
未
来
づ
く
り
Ｃ

Ｏ
　２

削
減
の
町
」
の
実
現

の
考
え
は
な
い
か
。

答
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

　
　
ト
ラ
ル
宣
言
に
お
い

て
、
「
豊
か
な
森
林
環
境

の
保
全
」
を
推
進
施
策
と

し
て
い
る
。
「
さ
つ
ま
町

環
境
美
化
条
例
」
の
中
で
、

美
し
い
自
然
と
快
適
な
生

活
環
境
の
確
保
に
努
め
る

こ
と
を
責
務
と
定
め
て
お

り
、
衛
生
自
治
団
体
連
合

会
や
環
境
美
化
推
進
員
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
り
組
み
は

町
長
／

　未
来
に
繋
ぐ
森
作
り
を

脱炭素へ

地域での清掃活動の様子（あながわ公民会）

役場本庁舎に掲げるＳＤＧｓに関する懸垂幕
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一般質問

問
　
薩
摩
地
区
３
小
学

　
　
校
再
編
に
伴
い
、
現

在
あ
る
３
つ
の
放
課
後
学

童
ク
ラ
ブ
を
令
和
６
年
度

ど
の
よ
う
に
運
営
す
る
の

か
方
向
性
を
問
う
。

答
　
薩
摩
地
区
３
小
学

　
　
校
再
編
に
伴
う
放
課

後
学
童
ク
ラ
ブ
運
営
の
方

向
性
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
達
が
安
全
に
過
ご
せ
る

場
所
や
支
援
員
の
確
保
、

子
ど
も
達
の
学
童
ク
ラ
ブ

ま
で
の
移
動
の
安
全
等
を

検
討
し
、
保
護
者
に
説
明

し
た
上
で
決
定
す
る
。

　

再編後の学童クラブは

町長／保護者に説明後決定

答
　
平
成
28
年
か
ら
３

　
　
学
童
ク
ラ
ブ
を
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
地
域
の
要
望
で
新
設

し
た
。
場
所
や
支
援
員
の

確
保
、
利
用
希
望
者
の
把

握
等
の
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
開
設
の
希
望
が
あ
る

場
合
は
、
保
護
者
や
地
域

の
意
向
を
聞
き
、
特
に
子

育
て
中
の
方
々
と
直
接
話

し
合
い
の
場
を
設
け
、
し

っ
か
り
協
議
す
る
。

問
　
町
内
８
小
学
校
区

　
　
の
う
ち
放
課
後
学
童

ク
ラ
ブ
の
な
い
地
区
が
あ

る
。
今
後
開
設
す
る
考
え

は
な
い
か
。

求
名
地
区
学
童
ク
ラ
ブ
は

町
長
／
令
和
５
年
度
は
継
続

問
　
求
名
地
区
の
錦
光

　
　
保
育
園
こ
す
も
す
少

年
ク
ラ
ブ
の
今
後
の
動
向

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
　
求
名
の
学
童
ク
ラ

　
　
ブ
を
受
託
し
て
い
る

こ
ど
も
園
は
令
和
４
年
度

末
で
休
園
さ
れ
る
。
休
園

を
申
し
出
さ
れ
た
時
点
で
、

学
童
ク
ラ
ブ
の
継
続
を
確

定
し
、
令
和
５
年
度
の
募

集
を
終
え
て
、
11
人
の
利

用
で
決
定
し
て
い
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
新
設
は

町
長
／

　
子
育
て
中
の
方
々
と
協
議

運
営
指
針

意向調査

上別府　ユキ 議員

令和５年度も継続する「こすもす少年学童クラブ」

一般質問

農業振興の方策は

町長／独自の支援策で

振
興
対
策

問
　宮
之
城
文
化
セ
ン

　
　タ
ー
は
今
年
築
50
年

の
節
目
を
迎
え
る
。
検
討

を
進
め
て
い
る
改
築
等
の

方
向
性
は
。

ファーマーズ
　　　　会議を
町長／形を変えて
　　　　　進める

新
し
い
文
化
の
創
造
を

町
長
／
現
有
施
設
を
活
用

問
　農
薬
・
肥
料
・
飼

　
　料
等
の
高
騰
や
資
材

不
足
、
下
落
す
る
米
価
・

低
迷
す
る
畜
産
価
格
な
ど
、

収
益
悪
化
に
よ
る
影
響
は

大
き
く
、
高
齢
化
も
含
め

て
離
農
等
が
懸
念
さ
れ
る
。

米
作
地
帯
の
町
の
農
業
の

現
状
を
把
握
さ
れ
て
い
る

か
、
農
業
振
興
の
具
体
的

な
道
筋
を
問
う
。

答
　コ
ロ
ナ
禍
の
物
流

　
　
混
乱
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
、
円
安
に
起
因
し
て

資
材
等
の
価
格
が
高
騰
。

ま
た
農
畜
産
物
の
消
費
減

退
、
在
庫
過
多
に
よ
る
価

格
の
下
落
や
低
迷
が
続
き
、

交
付
金
を
活
用
し
た
支
援

等
を
進
め
た
。
今
後
も
必

要
な
独
自
の
支
援
策
を
講

じ
た
い
。

問
　町
の
農
業
振
興
策

　
　に
つ
い
て
、
実
態
に

即
し
た
白
書
行
政
を
推
進

し
、
農
業
者
に
よ
る
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
会
議
を
興
し
、

農
家
の
視
点
か
ら
振
興
策

を
探
り
、
農
業
者
相
互
を

繋
ぎ
、
先
進
的
な
取
組
や
、

ま
た
若
い
世
代
の
農
業
者

育
成
を
図
る
べ
き
。
農
業

政
策
を
問
う
。

答
　第
４
次
農
林
業
い

　
　
き
い
き
プ
ラ
ン
を
定

め
、
生
産
農
家
の
現
状
や

意
見
等
を
反
映
し
て
き
た

と
思
う
。
認
定
農
業
者
会

等
の
団
体
で
交
流
や
情
報

交
換
等
、
活
動
さ
れ
て
い

る
が
、
従
来
の
会
議
等
の

形
を
変
え
て
、
若
い
農
業

者
を
加
え
取
組
を
進
め
た

い
。

答
　各
分
野
の
関
係
者

　
　
に
よ
る
文
化
施
設
整

備
委
員
会
を
設
置
、
建
替

え
か
大
規
模
改
修
か
、
費

用
算
定
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等

に
よ
り
本
年
中
に
方
向
性

を
示
し
た
い
。

築５０年文化センターは

町長／本年中に方向付け

文
化
振
興

問
　人
口
減
少
、
過
疎

　
　高
齢
化
が
進
む
本
町

の
振
興
策
に
つ
い
て
、
美

術
館
を
含
め
、
図
書
館
、

文
化
ホ
ー
ル
等
を
長
期
的

に
計
画
し
、
新
し
い
文
化

を
興
し
、
町
民
の
芸
術
文

化
の
振
興
に
よ
る
町
政
発

展
の
推
進
を
図
れ
。
「
私

の
作
品
を
ふ
る
さ
と
に
」

と
遺
さ
れ
た
東
氏
の
意
思

を
大
事
に
さ
れ
よ
。

答
　現
在
、
絵
画
等
の

　
　
常
設
展
示
や
多
機
能

空
間
な
ど
の
施
設
内
容
を

検
討
し
て
い
る
。
３
つ
の

図
書
室
の
一
本
化
、
図
書

館
へ
の
集
約
は
難
し
い
。

新
た
な
施
設
は
費
用
面
か

ら
現
有
施
設
を
活
用
し
た

い
。
東
氏
の
作
品
寄
贈
に

つ
い
て
は
ご
遺
族
と
協
議

を
進
め
る
。

中村　慎一 議員

建替え・改修の検討を行う宮之城文化センターホール
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一般質問

問
　
薩
摩
地
区
３
小
学

　
　
校
再
編
に
伴
い
、
現

在
あ
る
３
つ
の
放
課
後
学

童
ク
ラ
ブ
を
令
和
６
年
度

ど
の
よ
う
に
運
営
す
る
の

か
方
向
性
を
問
う
。

答
　
薩
摩
地
区
３
小
学

　
　
校
再
編
に
伴
う
放
課

後
学
童
ク
ラ
ブ
運
営
の
方

向
性
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
達
が
安
全
に
過
ご
せ
る

場
所
や
支
援
員
の
確
保
、

子
ど
も
達
の
学
童
ク
ラ
ブ

ま
で
の
移
動
の
安
全
等
を

検
討
し
、
保
護
者
に
説
明

し
た
上
で
決
定
す
る
。

　

再編後の学童クラブは

町長／保護者に説明後決定

答
　
平
成
28
年
か
ら
３

　
　
学
童
ク
ラ
ブ
を
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
地
域
の
要
望
で
新
設

し
た
。
場
所
や
支
援
員
の

確
保
、
利
用
希
望
者
の
把

握
等
の
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
開
設
の
希
望
が
あ
る

場
合
は
、
保
護
者
や
地
域

の
意
向
を
聞
き
、
特
に
子

育
て
中
の
方
々
と
直
接
話

し
合
い
の
場
を
設
け
、
し

っ
か
り
協
議
す
る
。

問
　
町
内
８
小
学
校
区

　
　
の
う
ち
放
課
後
学
童

ク
ラ
ブ
の
な
い
地
区
が
あ

る
。
今
後
開
設
す
る
考
え

は
な
い
か
。

求
名
地
区
学
童
ク
ラ
ブ
は

町
長
／
令
和
５
年
度
は
継
続

問
　
求
名
地
区
の
錦
光

　
　
保
育
園
こ
す
も
す
少

年
ク
ラ
ブ
の
今
後
の
動
向

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
　
求
名
の
学
童
ク
ラ

　
　
ブ
を
受
託
し
て
い
る

こ
ど
も
園
は
令
和
４
年
度

末
で
休
園
さ
れ
る
。
休
園

を
申
し
出
さ
れ
た
時
点
で
、

学
童
ク
ラ
ブ
の
継
続
を
確

定
し
、
令
和
５
年
度
の
募

集
を
終
え
て
、
11
人
の
利

用
で
決
定
し
て
い
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
新
設
は

町
長
／

　
子
育
て
中
の
方
々
と
協
議

運
営
指
針

意向調査

上別府　ユキ 議員

令和５年度も継続する「こすもす少年学童クラブ」

一般質問

農業振興の方策は

町長／独自の支援策で

振
興
対
策

問
　宮
之
城
文
化
セ
ン

　
　タ
ー
は
今
年
築
50
年

の
節
目
を
迎
え
る
。
検
討

を
進
め
て
い
る
改
築
等
の

方
向
性
は
。

ファーマーズ
　　　　会議を
町長／形を変えて
　　　　　進める

新
し
い
文
化
の
創
造
を

町
長
／
現
有
施
設
を
活
用

問
　農
薬
・
肥
料
・
飼

　
　料
等
の
高
騰
や
資
材

不
足
、
下
落
す
る
米
価
・

低
迷
す
る
畜
産
価
格
な
ど
、

収
益
悪
化
に
よ
る
影
響
は

大
き
く
、
高
齢
化
も
含
め

て
離
農
等
が
懸
念
さ
れ
る
。

米
作
地
帯
の
町
の
農
業
の

現
状
を
把
握
さ
れ
て
い
る

か
、
農
業
振
興
の
具
体
的

な
道
筋
を
問
う
。

答
　コ
ロ
ナ
禍
の
物
流

　
　
混
乱
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
、
円
安
に
起
因
し
て

資
材
等
の
価
格
が
高
騰
。

ま
た
農
畜
産
物
の
消
費
減

退
、
在
庫
過
多
に
よ
る
価

格
の
下
落
や
低
迷
が
続
き
、

交
付
金
を
活
用
し
た
支
援

等
を
進
め
た
。
今
後
も
必

要
な
独
自
の
支
援
策
を
講

じ
た
い
。

問
　町
の
農
業
振
興
策

　
　に
つ
い
て
、
実
態
に

即
し
た
白
書
行
政
を
推
進

し
、
農
業
者
に
よ
る
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
会
議
を
興
し
、

農
家
の
視
点
か
ら
振
興
策

を
探
り
、
農
業
者
相
互
を

繋
ぎ
、
先
進
的
な
取
組
や
、

ま
た
若
い
世
代
の
農
業
者

育
成
を
図
る
べ
き
。
農
業

政
策
を
問
う
。

答
　第
４
次
農
林
業
い

　
　
き
い
き
プ
ラ
ン
を
定

め
、
生
産
農
家
の
現
状
や

意
見
等
を
反
映
し
て
き
た

と
思
う
。
認
定
農
業
者
会

等
の
団
体
で
交
流
や
情
報

交
換
等
、
活
動
さ
れ
て
い

る
が
、
従
来
の
会
議
等
の

形
を
変
え
て
、
若
い
農
業

者
を
加
え
取
組
を
進
め
た

い
。

答
　各
分
野
の
関
係
者

　
　
に
よ
る
文
化
施
設
整

備
委
員
会
を
設
置
、
建
替

え
か
大
規
模
改
修
か
、
費

用
算
定
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等

に
よ
り
本
年
中
に
方
向
性

を
示
し
た
い
。

築５０年文化センターは

町長／本年中に方向付け

文
化
振
興

問
　人
口
減
少
、
過
疎

　
　高
齢
化
が
進
む
本
町

の
振
興
策
に
つ
い
て
、
美

術
館
を
含
め
、
図
書
館
、

文
化
ホ
ー
ル
等
を
長
期
的

に
計
画
し
、
新
し
い
文
化

を
興
し
、
町
民
の
芸
術
文

化
の
振
興
に
よ
る
町
政
発

展
の
推
進
を
図
れ
。
「
私

の
作
品
を
ふ
る
さ
と
に
」

と
遺
さ
れ
た
東
氏
の
意
思

を
大
事
に
さ
れ
よ
。

答
　現
在
、
絵
画
等
の

　
　
常
設
展
示
や
多
機
能

空
間
な
ど
の
施
設
内
容
を

検
討
し
て
い
る
。
３
つ
の

図
書
室
の
一
本
化
、
図
書

館
へ
の
集
約
は
難
し
い
。

新
た
な
施
設
は
費
用
面
か

ら
現
有
施
設
を
活
用
し
た

い
。
東
氏
の
作
品
寄
贈
に

つ
い
て
は
ご
遺
族
と
協
議

を
進
め
る
。

中村　慎一 議員

建替え・改修の検討を行う宮之城文化センターホール
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一般質問

２歳児保育料を無料に

町長／第２子無料化を実施

子
育
て
支
援

答
　
方
向
性
を
判
断
す

　
　
る
材
料
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
宮
之
城
文
化
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
及
び
本
館
を

大
規
模
改
修
し
た
場
合
と
、

同
規
模
の
施
設
を
新
築
し

た
場
合
の
両
面
で
現
在
費

用
を
積
算
中
で
あ
る
。
ま

た
、
年
間
の
維
持
管
理
費

も
含
め
議
論
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
子
育
て
支
援
の
成

　
　
果
と
拡
充
に
つ
い
て

問
う
。

一
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

の
保
育
料
を
国
の
施
策
に

上
乗
せ
す
る
形
で
助
成
を

増
や
し
て
い
る
が
、
そ
の

成
果
は
。

二
、
保
護
者
の
収
入
等
の

条
件
を
な
く
し
、
２
歳
児

は
す
べ
て
保
育
料
を
無
料

に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
一
、
出
生
数
は
増

　
　
加
し
て
い
な
い
が
、

令
和
４
年
度
の
教
育
・
保

育
施
設
の
新
規
入
所
数
や

入
所
理
由
か
ら
、
女
性
の

社
会
参
画
や
育
て
や
す
い

環
境
作
り
と
し
て
の
成
果

は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

二
、
施
政
方
針
に
も
あ
る

よ
う
に
、
現
在
国
の
施
策

と
併
せ
て
７
割
軽
減
と
し

て
い
る
第
２
子
の
保
育
料

を
、
令
和
５
年
度
よ
り
無

料
と
し
た
い
。

問
　
文
化
施
設
単
体
で

　
　
は
な
く
、
複
合
施
設

化
を
検
討
し
な
い
の
か
。

（
子
育
て
中
の
保
護
者
か

ら
は
、
生
ま
れ
た
て
の
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
子
ど
も
達
を

遊
ば
せ
る
場
所
と
し
て
、

全
天
候
型
の
施
設
を
望
む

声
が
多
く
あ
る
。
）

問
　
本
町
に
お
け
る
８

　
　
０
５
０
問
題
の
実
態

は
。
併
せ
て
休
日
や
夜
間

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
対
し
て
の
対

応
は
ど
う
か
。
ま
た
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
の
民
間
団
体
と
の

連
携
は
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。答

　
該
当
す
る
と
思
わ

　
　
れ
る
ケ
ー
ス
の
相
談

内
容
は
近
年
複
雑
化
し
て

お
り
、
令
和
４
年
８
月
実

施
し
た
県
の
「
ひ
き
も
こ

り
に
関
す
る
実
態
調
査
」

で
は
15
歳
〜
64
歳
の
引
き

こ
も
り
20
数
名
中
、
数
名

が
該
当
す
る
よ
う
だ
。
休

日
や
夜
間
に
お
け
る
緊
急

時
に
は
、
担
当
課
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び

さ
つ
ま
警
察
署
等
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
対
応
し

て
い
る
。

答
　
複
合
施
設
化
に
つ

　
　
い
て
は
、
部
内
で
の

文
化
施
設
建
設
検
討
委
員

会
等
で
も
協
議
を
し
て
き

た
が
、
現
施
設
の
大
規
模

改
修
を
含
め
た
検
討
も
必

要
で
あ
る
と
し
た
と
こ
ろ

だ
。

問
　
施
政
方
針
で
宮
之    

　
　
城
文
化
セ
ン
タ
ー
の

施
設
整
備
に
つ
い
て
、
本

年
中
に
整
備
の
方
向
性
を

示
し
た
い
と
表
明
さ
れ
た
。

文
化
施
設
を
建
替
え
あ
る

い
は
改
修
す
る
場
合
の
予

算
の
概
算
は
ど
う
か
。
ま

た
、
維
持
管
理
費
に
つ
い

て
の
考
え
は
。 施

設
整
備
予
算
の
概
要
は

施政方針
町
長
／

　改
修
新
築
両
面
で
積
算
中

複
合
施
設
の

　
　
　
検
討
を

町
長
／
総
合
的

な
判
断
が
必
要

民間団体等と連携を

町長／今後検討していく

８
０
５
０
問
題

※
そ
の
他
の
質
問

・
子
ど
も
の
自
殺
予
防
と

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

　
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

有川　美子 議員

1980年代
引きこもり＝若者問題
10代～20代

現在
8050問題
親　　70～80代
子供　40代～50代

８０５０問題
８０代の親が、自宅に引きこもる
５０代の子どもの生活を支え、経
済的にも精神的にも行き詰ってし
まう状態のこと。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

町
の
政
策
や
税
金
、
福
祉
、

消
防
、
環
境
な
ど
に
関
す
る

こ
と

農
林
業
や
商
工
業
、
道
路
、

水
道
、
教
育
な
ど
に
関
す
る

こ
と

議
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と

議
会
広
報
紙
の
発
刊
に
関
す

る
こ
と

常
任
委
員
会
は
２
年
で
改
選
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
、

議
会
運
営
委
員
会
と
議
会
広
報
特
別
委
員
会
も
改
選
さ
れ
ま
す
。

各
委
員
の
任
期
は
令
和
５
年
５
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
４
月
23
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

議
会
広
報
特
別
委
員
会
を
改
選

委
員
長
　
古
田
　
昌
也

副
委
員
長
　
橋
之
口
　
富
雄

委
　
員
　
新
改
　
幸
一

委
　
員
　
上
別
府
　
ユ
キ

委
　
員
　
平
八
重
　
光
輝

委
　
員
　
上
久
保
　
澄
雄

委
　
員
　
川
口
　
憲
男

委
　
員
　
柏
木
　
幸
平

委
員
長
　
上
囿
　
一
行

副
委
員
長
　
有
川
　
美
子

委
　
員
　
平
山
　
俊
郎

委
　
員
　
中
村
　
慎
一

委
　
員
　
森
山
　
大

委
　
員
　
新
改
　
秀
作

委
　
員
　
岸
良
　
光
廣

委
員
長
　
森
山
　
大

副
委
員
長
　
上
別
府
　
ユ
キ

委
　
員
　
上
囿
　
一
行

委
　
員
　
古
田
　
昌
也

委
　
員
　
柏
木
　
幸
平

委
員
長
　
有
川
　
美
子

副
委
員
長
　
平
山
　
俊
郎

委
　
員
　
橋
之
口
　
富
雄

委
　
員
　
上
別
府
　
ユ
キ

　出前講座を開催しませんか？
　町議会のしくみ議員活動等について、理解を深めていただく講座です。公民会やサロン、学校等で
開催可能です。
　議会事務局に日程を確認の上、実施予定日の２０日前までに議会事務局（53-1111　内線2311）
へお申し込みください。　
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一般質問

２歳児保育料を無料に

町長／第２子無料化を実施

子
育
て
支
援

答
　
方
向
性
を
判
断
す

　
　
る
材
料
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
宮
之
城
文
化
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
及
び
本
館
を

大
規
模
改
修
し
た
場
合
と
、

同
規
模
の
施
設
を
新
築
し

た
場
合
の
両
面
で
現
在
費

用
を
積
算
中
で
あ
る
。
ま

た
、
年
間
の
維
持
管
理
費

も
含
め
議
論
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
子
育
て
支
援
の
成

　
　
果
と
拡
充
に
つ
い
て

問
う
。

一
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

の
保
育
料
を
国
の
施
策
に

上
乗
せ
す
る
形
で
助
成
を

増
や
し
て
い
る
が
、
そ
の

成
果
は
。

二
、
保
護
者
の
収
入
等
の

条
件
を
な
く
し
、
２
歳
児

は
す
べ
て
保
育
料
を
無
料

に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
一
、
出
生
数
は
増

　
　
加
し
て
い
な
い
が
、

令
和
４
年
度
の
教
育
・
保

育
施
設
の
新
規
入
所
数
や

入
所
理
由
か
ら
、
女
性
の

社
会
参
画
や
育
て
や
す
い

環
境
作
り
と
し
て
の
成
果

は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

二
、
施
政
方
針
に
も
あ
る

よ
う
に
、
現
在
国
の
施
策

と
併
せ
て
７
割
軽
減
と
し

て
い
る
第
２
子
の
保
育
料

を
、
令
和
５
年
度
よ
り
無

料
と
し
た
い
。

問
　
文
化
施
設
単
体
で

　
　
は
な
く
、
複
合
施
設

化
を
検
討
し
な
い
の
か
。

（
子
育
て
中
の
保
護
者
か

ら
は
、
生
ま
れ
た
て
の
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
子
ど
も
達
を

遊
ば
せ
る
場
所
と
し
て
、

全
天
候
型
の
施
設
を
望
む

声
が
多
く
あ
る
。
）

問
　
本
町
に
お
け
る
８

　
　
０
５
０
問
題
の
実
態

は
。
併
せ
て
休
日
や
夜
間

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
対
し
て
の
対

応
は
ど
う
か
。
ま
た
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
の
民
間
団
体
と
の

連
携
は
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。答

　
該
当
す
る
と
思
わ

　
　
れ
る
ケ
ー
ス
の
相
談

内
容
は
近
年
複
雑
化
し
て

お
り
、
令
和
４
年
８
月
実

施
し
た
県
の
「
ひ
き
も
こ

り
に
関
す
る
実
態
調
査
」

で
は
15
歳
〜
64
歳
の
引
き

こ
も
り
20
数
名
中
、
数
名

が
該
当
す
る
よ
う
だ
。
休

日
や
夜
間
に
お
け
る
緊
急

時
に
は
、
担
当
課
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び

さ
つ
ま
警
察
署
等
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
対
応
し

て
い
る
。

答
　
複
合
施
設
化
に
つ

　
　
い
て
は
、
部
内
で
の

文
化
施
設
建
設
検
討
委
員

会
等
で
も
協
議
を
し
て
き

た
が
、
現
施
設
の
大
規
模

改
修
を
含
め
た
検
討
も
必

要
で
あ
る
と
し
た
と
こ
ろ

だ
。

問
　
施
政
方
針
で
宮
之    

　
　
城
文
化
セ
ン
タ
ー
の

施
設
整
備
に
つ
い
て
、
本

年
中
に
整
備
の
方
向
性
を

示
し
た
い
と
表
明
さ
れ
た
。

文
化
施
設
を
建
替
え
あ
る

い
は
改
修
す
る
場
合
の
予

算
の
概
算
は
ど
う
か
。
ま

た
、
維
持
管
理
費
に
つ
い

て
の
考
え
は
。 施

設
整
備
予
算
の
概
要
は

施政方針
町
長
／

　改
修
新
築
両
面
で
積
算
中

複
合
施
設
の

　
　
　
検
討
を

町
長
／
総
合
的

な
判
断
が
必
要

民間団体等と連携を

町長／今後検討していく

８
０
５
０
問
題

※
そ
の
他
の
質
問

・
子
ど
も
の
自
殺
予
防
と

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

　
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

有川　美子 議員

1980年代
引きこもり＝若者問題
10代～20代

現在
8050問題
親　　70～80代
子供　40代～50代

８０５０問題
８０代の親が、自宅に引きこもる
５０代の子どもの生活を支え、経
済的にも精神的にも行き詰ってし
まう状態のこと。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

町
の
政
策
や
税
金
、
福
祉
、

消
防
、
環
境
な
ど
に
関
す
る

こ
と

農
林
業
や
商
工
業
、
道
路
、

水
道
、
教
育
な
ど
に
関
す
る

こ
と

議
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と

議
会
広
報
紙
の
発
刊
に
関
す

る
こ
と

常
任
委
員
会
は
２
年
で
改
選
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
、

議
会
運
営
委
員
会
と
議
会
広
報
特
別
委
員
会
も
改
選
さ
れ
ま
す
。

各
委
員
の
任
期
は
令
和
５
年
５
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
４
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ま
で
と

な
り
ま
す
。

常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

議
会
広
報
特
別
委
員
会
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改
選

委
員
長
　
古
田
　
昌
也

副
委
員
長
　
橋
之
口
　
富
雄

委
　
員
　
新
改
　
幸
一

委
　
員
　
上
別
府
　
ユ
キ

委
　
員
　
平
八
重
　
光
輝

委
　
員
　
上
久
保
　
澄
雄

委
　
員
　
川
口
　
憲
男

委
　
員
　
柏
木
　
幸
平

委
員
長
　
上
囿
　
一
行

副
委
員
長
　
有
川
　
美
子

委
　
員
　
平
山
　
俊
郎

委
　
員
　
中
村
　
慎
一

委
　
員
　
森
山
　
大

委
　
員
　
新
改
　
秀
作

委
　
員
　
岸
良
　
光
廣

委
員
長
　
森
山
　
大

副
委
員
長
　
上
別
府
　
ユ
キ

委
　
員
　
上
囿
　
一
行

委
　
員
　
古
田
　
昌
也

委
　
員
　
柏
木
　
幸
平

委
員
長
　
有
川
　
美
子

副
委
員
長
　
平
山
　
俊
郎

委
　
員
　
橋
之
口
　
富
雄

委
　
員
　
上
別
府
　
ユ
キ

　出前講座を開催しませんか？
　町議会のしくみ議員活動等について、理解を深めていただく講座です。公民会やサロン、学校等で
開催可能です。
　議会事務局に日程を確認の上、実施予定日の２０日前までに議会事務局（53-1111　内線2311）
へお申し込みください。　
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議会モニター制度の運用を開始　
１．「議会モニター制度」とは？
　議会の運営等に関し、町民からの要望、
提言その他の意見を広く聴取し、議会の運
営に反映させることを目的とするものです。
２．どんなことをするの？
　主な活動は、定例会や委員会等において
積極的に議会の傍聴もしくはライブ中継を
視聴いただくほか、さつま町議会だよりや
ホームページをご覧いただき、その中で感
じた議会運営全般に対する意見等について、
モニター会議やアンケートで回答をしてい
ただきます。
３．応募資格や募集人数、任期はいつまで？
　１８歳以上の町民の方で議会運営に興味
のある方。人数は１０人以内で、任期は委
嘱の日から１年で、再任できます。
４．提出された提言等は？
　議会の特別委員会等で検討し、結果は議
会だよりやホームページで公表します。

※今年度の議会モニターの募集は終了して
いますが、来年度以降も継続して実施して
いく予定です。

議員報酬を引き続き、審議
　これまでも議論を重ねてきましたが結論
を急がず、議会モニター制度の運用に合わ
せて、様々な意見をいただきながら引き続
き審議を行うこととしました。

ＩＣＴ端末を活用した学習
　佐志小学校で北薩地区小中学校研究公開
授業に併せ、タブレット端末を使用した授
業が行われていました。４年生は社会の授
業で歴史的に有名な場所をインターネット
で検索する授業内容で、他の学年も含めタ
ブレットの機能を活用した授業内容になっ
ていました。
　自分専用のタブレット端末で実際に操作
・体験することにより、学習への理解も深
まっているのではと思ったところです。

自由討議を実施
　議会の活性化に関する意見交換を目的に、
８人の議員から提案のあった２５項目のう
ち１１項目にわたり自由討議を実施しまし
た。残り１４項目についても引き続き議論
を行っていきます。

参考人からの意見聴取（令和４年１１月）

タブレットを活用した学習の様子（佐志小学校）

議会活性化調査特別委員会が中間報告

次期選挙の議員定数が
「１６人」から「１４人」へ　
　
　これまで実施してきた区公民館長と議員
との意見交換会、議員への個別調査、町民
アンケート及び参考人からの意見聴取等を
行い、議会活性化調査特別委員会でこれま
で議論を重ねてきました。これらを踏まえ、
議員定数の適正数について意見を出し合っ
た結果、現行の「１６人」、削減の「１４
人」、「１３人」と「１２人」の４つに意
見が分れたことから委員長を除く１４人で
記名投票を行いました。
　投票の結果、「１４人」が適当であるとの
結論に至りました。

文教経済常任委員会が所管事務調査

柏原小学校　大規模改造工事
　冬休み期間中に旧流水小学校からの引越
しを終え、３学期から柏原小学校で授業を
再開しています。
　外観はもとより、内装も大きく改修して
おり、教室の床はヒノキで張り直し、廊下
にある手洗い場は、低学年の児童が使いや
すいように低くしてありました。また、照
明器具を全てＬＥＤにするなど、明るく活
気のある校舎という印象を受けました。
　新しい校舎に、児童は大変満足そうであ
り、勉強への意欲がより一層増していくの
ではないかと思ったところです。

令和５年２月９日に町内２校の小学校への現地調査を行いました。

改修された柏原小学校の外観と教室

　
議
員
定
数
の
投
票
結
果

　●
16
人
（
１
人
）

　
　橋
之
口
富
雄
議
員
　

　　●
14
人
（
９
人
）

　
　新
改
幸
一
議
員

　
　平
山
俊
郎
議
員
　
　

　
　上
別
府
ユ
キ
議
員

　
　森
山
大
議
員

　
　平
八
重
光
輝
議
員

　
　有
川
美
子
議
員

　
　上
久
保
澄
雄
議
員

　
　川
口
憲
男
議
員

　
　柏
木
幸
平
議
員

　●
13
人
（
１
人
）

　
　中
村
慎
一
議
員

　●
12
人
（
３
人
）

　
　上
囿
一
行
議
員

　
　古
田
昌
也
議
員

　
　岸
良
光
廣
議
員

　
　

　※
掲
載
順
は
議
席
番
号

　順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

アンケート調査や参考人聴取で寄せられた
議員定数に関する意見（抜粋）

○町の人口も減少しているので、それにあ
わせ議員定数の見直しも必要ではないかと
思う。
○削減すると人口の少ない集落の意見が議
会に反映されなくなる。
○過去の選挙では無投票となったこともあ
るので、誰でもなりたい人がなれてしまう
と思っています。定数を削減し、しっかり
選挙を行い、町民に選ばれた
意識を持って議会活動を行っ
てもらいたい。
○議会が活性化し町のために
なるのであれば１６人以上で
も良い。 町民アンケートの結果

　議会活性化調査特別委員会は令和３年６月に設置され、これまでに２１回の委員会を開催
しました。これまでの調査及び審査の経過と結果を報告します。
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之
脇

　
尚

美
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　令和５年２月８日、町村議会議員
として議会の運営及び地域の振興発
展に顕著な功労のあった者として、
全国町村議会議長会から表彰が行わ
れ、さつま町議会による表彰の伝達
が行われました。

宮之脇議長が表彰

　
少
し
で
も
読
み

や
す
い
誌
面
を
目

指
し
、
編
集
作
業

で
は
熱
く
議
論
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
副
委
員
長
　
有
川
美
子
）

　
委
員
長
を
始
め

と
し
て
、
議
員
各

位
、
事
務
局
担
当

者
の
方
々
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
議
会
だ
よ
り
の
編

集
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
た
事
を
感
謝

し
て
、
次
に
繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
委
員
　
古
田
昌
也
）

編

集

後

記

防災研修会（4月27日）

《表紙紹介》
　令和６年３月末で閉校となる薩摩地区３小学校の入学式の様子です。
教職員や保護者、地域の方々そして多くの花に囲まれながら、少し緊張
した表情を見せた児童もいましたが、学校で多くのことを学び、元気に
成長していただきたいと思います。

　
４
月
に
入
っ
て

少
し
寒
々
と
し
て
、

い
や
年
の
せ
い
か
？

　
さ
て
２
年
間
読

み
や
す
く
と
努
め
て
き
ま
し
た
。
感

覚
を
大
事
に
、
大
分
変
え
た
よ
う
に

思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
時
間
と
手

間
を
か
け
て
親
し
み
や
す
い
も
の
が

と
感
じ
ま
す
。（

委
員
　
中
村
慎
一
）

　
今
回
の
広
報
を

も
ち
ま
し
て
私
ど

も
広
報
委
員
の
２

年
間
の
務
め
を
終

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
同
様
ご
愛
読

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
委
員
長
　
上
久
保
澄
雄
）
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